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狂
言
は
、
日
本
の
誇
る
伝
統
芸
能
で

あ
る
と
同
時
に
、
現
代
喜
劇
に
も
通
じ

る
「
斬ざ

ん

新し
ん

」
な
表
現
や
技
法
が
魅
力
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
プ
ロ
の
狂
言
師
か

ら
狂
言
の
基
本
を
学
び
、
最
終
日
に
は
、

彦
根
城
博
物
館
能
舞
台
で
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

内
容　

所
作
（
狂
言
の
動
き
）
な
ど
を
中

心
に
、
狂
言
の
基
本
を
学
習
し
、
実

際
に
狂
言
を
演
じ
ま
す
。

日
程　

下
の
表
の
と
お
り

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
能
舞
台
・
講
堂
）

対
象　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

和
泉
流
狂
言
師　

小
笠
原
匡

た
だ
し

さ
ん
ほ
か
、
近
隣
に
在
住
の
狂
言
師

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

筆
記
用
具
と
白
足
袋
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
同
10
日
㈮

申
込
方
法　

各
小
学
校
に
配
布
す
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
彦
根
城
博
物
館
受
付
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博
物

館
（
金
亀
町
）
☎
22-

６
１
０
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番
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今
年
度
１
回
目
の
市
民
創
造
事
業（
17
事
業
）

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
創
造
事
業
は
、
提
案
団
体
が
、
企
画
か

ら
実
施
ま
で
積
極
的
に
事
業
展
開
さ
れ
ま
す
。

ご
期
待
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
く
の
事
業
に

参
加
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
井
伊
直
弼
と
開

国
１
５
０
年
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
実
施
日
を
は
じ
め
、
一
部
内
容
が
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
容

な
ど
が
今
後
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（

企
画
課
内
）
☎

30-

６
１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番
、
Ｅ
メ
ー
ル  m

ail@
hikone-150th.jp

井
伊
（
い
い
）
音
楽
で
ギ
ネ
ス
に

挑
戦
コ
ン
サ
ー
ト

内
容　

大
江
戸
吹
雪
、彦
根
ば
や
し
や
、１

５
０
年
前
の
音
楽
を
使
用
し
て
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
る
音
楽
ゲ
ー
ム
に
よ
る

ギ
ネ
ス
世
界
一
の
記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。

開
催
期
間　

７
月
20
日

（月・祝）

会
場　

滋
賀
県
立
大
学
体
育
館

実
施
団
体　

真
夏
の
音
楽
祭
を
や
り

ま
っ
せ
実
行
委
員
会

紹介します　市民創造事業

市
民
創
造
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た

彦
根
製
の
自
転
車
タ
ク
シ
ー「
彦
根

リ
キ
シ
ャ
」
で
ニ
ッ
ポ
ン
を
走
る

内
容　

昨
年
作
製
し
た
彦
根
リ
キ
シ
ャ

を
ベ
ー
ス
に
、
５
０
０
㎞
走
行
で
き
る

自
転
車
タ
ク
シ
ー
を
開
発
し
、
彦
根
か

ら
横
浜
ま
で
走
破
し
ま
す
。
途
中
、
彦

根
市
と
関
係
の
あ
る
都
市
を
訪
問
し

な
が
ら
、
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年

祭
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
す
。

開
催
期
間　

～
８
月

会
場　

彦
根
～
横
浜　

実
施
団
体　

ひ
こ
ね
自
転
車
生
活
を
す

す
め
る
会

い
い
ニ
ャ
ン
弼
と
共
に
彦
根
を

キ
レ
イ
に
す
る
に
ゃ
ん

内
容　
「
彦
根
の
ま
ち
を
キ
レ
イ
に
」
を

合
言
葉
に
、
清
掃
活
動
や
分
別
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

開
催
期
間　

①
８
月
１
日
㈯
、
同
11
日
㈫
、

②
11
月
ご
ろ

会
場　

彦
根
駅
～
彦
根
城
周
辺
ほ
か

実
施
団
体　

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
キ
レ
イ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊

「
ち
ゃ
か
ぽ
ん
」
と
「
大
江
戸
吹

雪
」
に
見
る
直
弼
の
こ
こ
ろ

内
容　

井
伊
直
弼
が
極
め
た
、
ち
ゃ
（
茶
）

か
（
歌
）
ぽ
ん
（
能
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
講
演
会
、「
花
の

生
涯
」
の
鑑
賞
会
、
井
伊
家
発
祥
の
地

探
訪
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
で
大

江
戸
吹
雪
の
舞
を
発
表
し
ま
す
。

開
催
期
間　

～
平
成
22
年
３
月

会
場　

市
内
お
よ
び
井
伊
谷
（
浜
松
市
）

実
施
団
体　

直
弼
の
こ
こ
ろ
を
伝
え
る
会

千せ
ん

分ぶ
ん

流 

直
弼
公
の
心
を
極
め
る

内
容　

茶
道
で
は
一
派
を
起
こ
し
た
井

伊
直
弼
は
、
華
道
で
は
千
分
流
を
研
究

す
る
も
の
の
、
独
自
流
派
を
起
こ
す
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
研
究
途
中

の
井
伊
直
弼
の
花
に
心
を
寄
せ
る
思

い
を
翠
香
流
の
花
を
通
じ
て
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
期
間　

10
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

会
場　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
２
階

実
施
団
体　

華
道
翠
香
流　

教
授
会

一
期
一
会
輪
タ
ク
で
案
内
す
る

彦
根
ほ
っ
こ
り
案
内

内
容　

井
伊
直
弼
の
「
も
て
な
し
」
の
心

で
、
市
内
の
お
年
寄
り
に
ベ
ロ
タ
ク

シ
ー
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
市
内
の
井
伊

直
弼
ゆ
か
り
の
地
を
案
内
し
ま
す
。
若

い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
話
を
し
な
が
ら

ほ
っ
こ
り
と
し
た
彦
根
の
ま
ち
な
み

散
策
と
井
伊
直
弼
が
感
じ
た
風
景
め

ぐ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
期
間　

～
平
成
22
年
３
月

実
施
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
環
生
活

開
国
ラ
イ
ブ
２
０
０
９

内
容　

日
英
外
交
関
係
樹
立
１
５
０
周

年
公
式
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
昨
年
ロ
ン

ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
企
画
を
、
彦
根
で

開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間　

12
月
13
日
㈰

会
場　

夏
川
記
念
館
教
育
ホ
ー
ル

実
施
団
体　

開
国
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会

直
弼
公
時
代
へ
の

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
（
変
身
体
験
）

内
容　
「
見
る
」
か
ら
「
着
る
」
を
目
標

と
し
て
、
彦
根
に
来
る
観
光
客
を
対
象

に
、
江
戸
時
代
の
衣
装
を
身
に
着
け

て
い
た
だ
き
、
小
江
戸
実
感
劇
団
員
を

お
供
に
し
て
、
彦
根
城
域
を
散
策
し
て
、

記
念
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
希

望
者
に
は
、
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
、
屋
形
船

の
体
験
も
行
い
ま
す
。

開
催
期
間　

～
平
成
22
年
３
月

会
場　

彦
根
城　

ほ
か

実
施
団
体　

小
江
戸
実
感
劇
団

井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭

彦
根
ゆ
る
キ
ャ
ラ
テ
ン
ト
展

内
容　

井
伊
直
弼
や
い
い
ニ
ャ
ン
弼
を
テ

ン
ト
地
に
描
き
、
多
く
の
人
に
井
伊
直

弼
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、同

時
に
１
５
０
年
祭
の
関
心
を
市
内
全
域

に
広
げ
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

開
催
期
間　

①
～
６
月
30
日
㈫　

②
８
月

１
日
㈯
～
10
月
25
日
㈰

会
場　

①
徳
性
禅
寺（
高

宮
町
）、
高
宮
小
学
校

　

②
四
番
町
ス
ク
エ
ア

実
施
団
体　

高
宮
町
蝸か

牛ぎ
ゅ
う

会

直
弼
と
ぐ
る
っ
と
城
下
町

内
容　

観
光
情
報
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
歴
史
遺
産
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
で
読
み
取

り
、
彦
根
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
井
伊
直
弼
ゆ
か
り
の
歴
史
遺

産
や
商
店
街
を
巡
る
コ
ー
ス
も
加
え
、

事
業
エ
リ
ア
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

開
催
期
間　

～
平
成
22
年
３
月

実
施
団
体　

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
滋
賀
大
チ
ー
ム

庭
師
集
団
い
ろ
は
組
只た

だ

今い
ま

参
上
！

内
容　

足
軽
組
屋
敷
で
現
存
す
る
辻
番

所
の
庭
園
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
若
い

庭
師
で
つ
く
る
「
い
ろ
は
組
」
が
樹
木

に
適
し
た
時
期
の
剪
定
と
管
理
カ
ル

テ
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
井
伊
直
弼

に
ゆ
か
り
の
あ
る
庭
で
の
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
。

開
催
期
間　

～
平
成
22
年
３
月

会
場　

辻
番
所
ほ
か

実
施
団
体　

庭
師
集
団
い
ろ
は
組

ひ
こ
ね
延え

ん

年ね
ん

風ふ

流
り
ゅ
う

内
容　

ち
ゃ
か
ぽ
ん
の
元
に
な
っ
た
猿

楽
を
お
城
祭
り
パ
レ
ー
ド
後
の
馬
屋

前
道
路
で
披
露
し
、
１
５
０
年
祭
を
盛

り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
踊
り
手
、
楽
隊
、

ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
し
て
参
加
い
た
だ

け
る
市
民
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
期
間　

11
月
３
日

（火・祝）

会
場　

彦
根
城
内
馬
屋
前
道
路

実
施
団
体　

近
江
猿
楽　

多
賀
座

井
伊
直
弼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
蝋ろ

う

燭そ
く

（
キ
ャ
ン
ド
ル
）

に
よ
る
灯
り
会

内
容　

市
内
の
子
ど
も
会
を
対
象
と
し

て
、
寺
の
廃
棄
蝋
燭
や
廃
棄
口
紅
を

使
っ
て
、
井
伊
直
弼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

蝋
燭
を
作
る
体
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

11
月
11
日
㈬
の
ひ
こ
ね
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
に
も
参
加
し
ま
す
。

開
催
期
間　

～
11
月

実
施
団
体　

あ
か
り
ん
ち
ゅ
（
滋
賀
県
立
大

学
生
チ
ー
ム
）

井
伊
直
弼
ゆ
か
り
の
文
化
と

社
寺
巡
り

内
容　

井
伊
直
弼
ゆ
か
り
の
彦
根
所
在

の
13
社
寺
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
朱

印
帳
を
作
製
し
、
催
事
に
併
せ
茶
会
・

花
展
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間　

９
月
～
平
成
22
年
３
月

会
場　

彦
根
所
在
の
社
寺

実
施
団
体　

井
伊
直
弼
ゆ
か
り
の
文
化

と
社
寺
巡
り
実
行
委
員
会

（
仮
称
）
昔
な
つ
か
し
い
紙
芝
居

と
彦
根
昔
物
語

内
容　

ち
ん
ど
ん
屋
活
動
に
加
え
、
紙
芝

居
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
彦
根
の

昔
話
・
歴
史
、
井
伊
直
弼
の
話
を
楽
し

く
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
、
楽
し
み
を
通
じ

て
、
井
伊
直
弼
や
郷
土
の
歴
史
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
期
間　

～
平
成
22
年
３
月

実
施
団
体　

彦
根
家
チ
ン
ダ
ン
バ
ン
ド

ス
ミ
ス
記
念
堂
の

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
・
ス
キ
ュ
ラ

（
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
）

内
容　

開
国
と
と
も
に
日
本
に
入
っ
て

き
た
カ
メ
ラ
の
技
術
を
、
東
西
文
化
が

融
合
し
た
ス
ミ
ス
記
念
堂
で「
カ
メ
ラ
・

オ
ブ
・
ス
キ
ュ
ラ
」
と
し
て
紹
介
、
実

施
し
ま
す
。

開
催
期
間　

秋
ご
ろ

会
場　

ス
ミ
ス
記
念
堂

実
施
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ミ
ス
会
議

彦
根
藩
に
ゆ
か
り
を
持
つ

七
曲
り
の
地
域
と
職
人
文
化
を

子
ど
も
や
来
街
者
に
伝
え
る

絵
本
作
成
・
周
知
事
業

内
容　

井
伊
直
弼
を
は
じ
め
藩
主
か
ら

強
い
援
助
が
あ
っ
た
七
曲
り
地
域
と

職
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。　

　
　

市
民
に
も
呼
び
か
け
て
、
七
曲
り
地

域
と
職
人
を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語
を

作
り
、
そ
の
物
語
を
絵
本
に
し
ま
す
。

ま
た
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
を
開
催

し
ま
す
。

開
催
期
間　

～
平
成
22
年
３
月

実
施
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ

▲会場となるスミス記念堂

▲キャッスルロードを走る

ベロタクシー

▲ひこね市民活動ふれあいまつり2009で

活動をする彦根家チンダンバンド
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粗
大
ご
み
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
直
接

搬
入
に
つ
い
て

　

６
月
27
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時
15

分
ま
で
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
、
家
庭
か
ら
出
る

粗
大
ご
み
の
臨
時
受
入
を
行
い
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
以
外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
事
故
防
止
の
た
め
誘
導
す
る
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

廃
食
用
油
の
回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

地
球
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
消
費
期
限
切
れ
の
食
用
油
や
古

く
な
っ
た
天
ぷ
ら
油
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
回

収
場
所
は
左
記
の
10
か
所
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
専
用
の
回
収
タ
ン
ク
な
ど
に
入
れ
て
、
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
の
廃
食
用
油
の
回
収
量
は
６
、８

７
９
リ
ッ
ト
ル
で
し
た
。
こ
れ
は
、
ド
ラ
ム
缶
お

よ
そ
35
本
分
に
も
な
り
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
廃
食
用
油
を
精
製
し
た
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
一
部
の
ご
み
収
集
車
の
燃

料
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

廃
食
用
油
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

生
活
環
境
課
、
支
所
・
各
出
張
所
、
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
、
旭
森
地
区
公
民
館
、
銀
座
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

清
掃
セ
ン
タ
ー

ご
み
等
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

〜
埋
立
ご
み
〜

問
い　

４
月
か
ら
「
陶
器
類
そ
の
他
ご
み
」
か

ら
「
埋
立
ご
み
」
に
呼
び
方
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
理
由
は
何
で
す
か
。

答
え　
「
陶
器
類
そ
の
他
ご
み
」
と
し
て
収
集
し

た
ご
み
は
、彦
根
犬
上
広
域
行
政
組
合
中
山
投

棄
場
で
、埋
立
処
分
し
て
い
ま
し
た
。
埋
め
立

て
て
処
分
を
す
る
ご
み
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
、呼
び
方
を
変
更
し
ま
し
た
。

問
い
「
埋
立
ご
み
」
に
分
類
さ
れ
る
主
な
ご
み

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答
え　

今
ま
で
の
「
陶
器
類
そ
の
他
ご
み
」
と

同
様
、
陶
器
類
や
ガ
ラ
ス
製
品
、
ア
ル
ミ
ホ
イ

ル
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
、
蛍
光
灯
・
電
球
、

薬
や
化
粧
品
の
ビ
ン
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
小

型
日
用
品
や
お
も
ち
ゃ
、ナ
イ
フ
や
傘
な
ど
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
、家
庭
菜
園
な
ど
の
肥
料
袋

や
土
が
つ
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
袋
も「
埋
立

ご
み
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、４
月
か
ら
、

小
さ
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
も
こ
の
分
類
に
な

り
ま
し
た
。

問
い　
「
埋
立
ご
み
」
を
出
す
と
き
、
特
に
気
を

付
け
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

答
え　

割
れ
た
ガ
ラ
ス
や
刃
物
は
、
二
重
袋
に

す
る
な
ど
し
て
「
危
険
」
と
表
示
し
て
か
ら
指

定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
22-

２

７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

は
か
り
の
定
期
検
査

　

市
内
の
商
店
、
工
場
、
医
院
、
薬

局
な
ど
で
取
引
や
証
明
な
ど
の
業
務

に
使
わ
れ
て
い
る
「
は
か
り
」
は
、

２
年
に
１
回
、
精
度
を
確
認
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
７
月
以
降
に
新

た
な
「
は
か
り
」
を
購
入
、
お
よ
び

使
用
を
開
始
し
た
場
合
は
、

商
工

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時
と
場
所

▼
７
月
９
日
㈭　

午
前
10
時
～
正

午
：
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
河
瀬
支
店
、

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
：
稲
枝

支
所　

▼
７
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
～
正

午
：
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
午
後

１
時
30
分
～
同
３
時
：
高
宮
地
域

文
化
セ
ン
タ
ー

▼
７
月
13
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後

２
時
30
分
：
彦
根
市
役
所

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６

７
６
番

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る
基
礎
に

な
り
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
全

国
一
斉
に
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ

ス-

基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
す
べ
て
の

事
業
所
や
企
業
が
対
象
で
、
事
業
所

の
業
種
や
従
業
員
数
な
ど
を
調
べ

る
こ
と
で
、
産
業
分
野
の
基
本
的
な

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。
セ
ン
サ
ス
と
は
、「
調
査

対
象
の
す
べ
て
を
調
べ
る
統
計
調

査
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を

持
っ
た
調
査
員
が
調
査
票
を
お
届
け

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
皆
さ
ん
へ 

〜
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
〜

現
役
加
入
者
に
４
月
か
ら

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
誕
生

月
に
送
付
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
４
月
以
降
、
す

べ
て
の
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
現

役
加
入
者
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
毎
年
、
誕
生
月
に
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
役
の
年
金
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
年
金
加
入
期
間
や
保
険

料
納
付
実
績
な
ど
の
年
金
に
関
す

る
個
人
情
報
を
通
知
す
る
も
の
で

す
。
加
入
記
録
の
確
認
と
と
も
に
、

年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

現
役
加
入
者
で
す
の
で
、
70
歳
未

満
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
る
年
金

受
給
者
、
い
わ
ゆ
る
在
職
老
齢
年
金

の
受
給
者
（
全
額
停
止
も
含
む
）
も
対

象
に
な
り
ま
す
。　

ね
ん
き
ん
定
期
便
は
、
オ
レ
ン
ジ

色
と
水
色
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
が
届
い
た

人
は
、年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
の
あ
る
可
能
性
の
高
い
人
で
す
。

記
載
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
訂
正

の
有
無
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
必

ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
色
の
封
筒
が
届
い
た
人
は
、
記

載
内
容
に
も
れ
や
間
違
い
の
な
い

場
合
、
回
答
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎

03-

６
７
０
０-

１
１
４
４

受
付
時
間　

▼
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午　

後
８
時
ま
で

▼
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
～
午　

後
５
時
ま
で

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
へ

追
納
制
度
を
お
勧
め
し
ま
す

　

保
険
料
免
除
・
学
生
納
付
特
例
・

若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、
保

険
料
を
納
付
し
て
い
た
期
間
に
比
べ
、

将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
に
は
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
遡
っ
て
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
追
納
す
る
と
、

そ
の
期
間
は
保
険
料
納
付
済
期
間
と

な
り
、
当
初
か
ら
保
険
料
の
納
付
が

あ
っ
た
場
合
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
保
険
料
免
除
・
学
生
納
付

特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を

さ
れ
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
か
ら
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
彦
根
社
会
保
険
事
務

所
国
民
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険
事

務
所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

年
金
振
込
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給
者

を
対
象
と
し
て
、
毎
年
６
月
に
そ
の

年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額
を
お
知

ら
せ
す
る
「
年
金
振
込
通
知
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
原
則
と
し
て
向

こ
う
１
年
間
の
年
金
支
払
額
を
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
が
、
支
払
額
や

支
払
機
関
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
改
め
て
「
年
金
振
込
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
の
年
金
額
は
、

平
成
20
年
度
と
同
額
の
た
め
、「
年
金

額
改
定
通
知
書
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険
事

務
所
年
金
給
付
課
☎
23-

１
１
１

６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番

　

㈶
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
が
設

置
運
営
す
る
自
転
車
駐
車
場
が
南
彦
根
駅

西
口
に
完
成
し
、
６
月
20
日
㈯
か
ら
営
業

を
開
始
し
ま
す
。

　

利
用
料
金
、
場
所
な
ど
は
左
の
と
お
り

で
す
。

　

定
期
利
用
の
申
し
込
み
は
、
６
月
17
日

㈬
か
ら
先
着
順
で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

利
用
時
間　

午
前
４
時
50
分
か
ら
翌
午
前

１
時
15
分

定
期
利
用
申
込
受
付　

６
月
17
日
㈬
か
ら

先
着
順
に
受
付
開
始
。（
１
人
あ
た
り
１
台
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

受
付
場
所　

南
彦
根
駅
西
第
１
自
転
車
駐

車
場
管
理
室

問
い
合
わ
せ
先　

▼
南
彦
根
駅
西
第
１
自
転
車
駐
車
場
管
理

室
☎
27-

０
２
６
７
番

▼
㈶
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
大
阪

事
務
所
☎
06-

６
４
４
９-

０
９
９
１
番

南
彦
根
駅
西
口
に
、
有
料
南
彦
根
駅
西

第
３
自
転
車
駐
車
場
が
６
月
20
日
㈯
オ
ー
プ
ン ▲ビルくんとケイちゃん
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井　豊さん（正法寺町）

「
お
は
よ
う
」
の
一
言

小こ

城じ
ょ
う　

美み

奈な

さ
ん
（
城
陽
小
学
校
５
年
）

　

集
団
登
校
の
時
、
い
つ
も
道
路
で
明
る
く

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
雨
の
時
も
雪
の

時
も
、
毎
日
毎
日
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
「
お
は

よ
う
。」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」「
気
を
つ
け

て
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
で
す
。
と
き
ど
き
、「
あ
ぶ
な
い

よ
。」
と
声
も
か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、
よ
く

見
て
く
れ
て
い
る
な
、
う
れ
し
い
な
と
思
っ
て
、

安
心
し
て
登
校
で
き
ま
す
。
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
に
着
く
と
、
や
さ
し
く
「
お
は
よ
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
る
友
達
が
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
さ
ん
と
一
緒
で
、
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

そ
れ
で
、
わ
た
し
も
い
つ
も
「
お
は
よ
う
。」

と
言
い
ま
す
。
友
達
に
は
、
や
さ
し
く
言
え
て

い
る
け
ど
、
家
で
は
少
し
ち
が
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
、
朝
起
き
て
何
か
気
分
的
に
す
っ

き
り
し
な
い
と
き
は
、
家
で
は
気
持
ち
よ
く
あ

い
さ
つ
が
で
き
ず
、
小
さ
い
声
で
「
お
は
よ

う
。」
と
言
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
相
手
が
ど

い
の
に
。
そ
の
く
り
か
え
し
で
す
。
そ
ん
な
気

分
が
い
や
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
言

お
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　

帰
る
と
中
、
そ
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
帰

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
さ

ん
に
「
た
だ
い
ま
。」「
さ
よ
う
な
ら
。」
と
言

い
ま
し
た
。
に
こ
に
こ
し
て
、
さ
わ
や
か
笑
顔

で
言
い
ま
し
た
。

　

家
に
帰
り
、
元
気
よ
く
「
た
だ
い
ま
。」
と

言
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
、
と
っ
て
も
気
持
ち
が

よ
か
っ
た
で
す
。

う
思
っ
て
い
る
か
な
ど
、
考
え
る
こ
と
も
な
く

て
、
た
だ
自
分
の
気
分
の
ま
ま
あ
い
さ
つ
を
し

て
い
ま
す
。

　

で
も
、
学
校
に
着
く
と
、
友
達
の
や
さ
し
い

あ
い
さ
つ
を
も
ら
い
、
家
の
事
が
少
し
気
に
な

り
ま
し
た
。
な
ん
で
、
あ
ん
な
小
さ
な
あ
い
さ

つ
し
か
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
、
後
悔
し

ま
し
た
。
家
と
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
に
、
差
が

あ
っ
た
の
で
す
。
学
校
で
は
、
や
さ
し
く
言
え

て
い
る
の
に
、
家
で
は
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う

に
小
さ
い
声
で
し
か
言
え
ず
、
と
て
も
く
や
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
、
ど
こ
か

で
家
族
だ
か
ら
、
気
を
つ
か
わ
な
く
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
あ
ま
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
言
わ
れ
る
方
は
そ
れ
で
は

い
や
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
勝
手
な
思
い
で
、

い
や
な
顔
を
み
せ
ら
れ
、
き
つ
い
言
葉
を
言
わ

れ
た
ら
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
い
さ
つ
だ
け
で
な
く
、
こ
う
い
う
こ
と
は
他

の
時
も
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
「
こ
う
し
た

ら
、
ど
う
？
」
と
言
わ
れ
て
も
す
ぐ
に
聞
け
ず
、

「
わ
か
っ
て
る
！
」
と
言
い
か
え
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
そ
れ
で
気
分
が
す
っ
き

り
し
て
も
、
あ
と
に
な
る
と
後
悔
を
す
る
の
で

す
。
後
悔
す
る
ん
だ
っ
た
ら
言
わ
な
け
れ
ば
よ

　
　
　
　
　

選　
　

評

　

家
族
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
自
分
の
言
葉

を
ふ
り
返
り
、
友
達
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

方
と
交
わ
す
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
か
ら
、

そ
れ
が
人
と
人
と
の
心
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役

割
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
家
族
に
対

し
て
も
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
お
は
よ
う
」と
い
う
た
っ

た
四
文
字
の
短
い
言
葉
。
そ
の
言
葉
を
大
切

に
し
て
、
あ
た
た
か
い
心
を
込
め
よ
う
と
す

る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

次
の
日
の
朝
、
気
持
ち
よ
く
「
お
は
よ
う
。」

が
言
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
の
気
持
ち

を
よ
く
考
え
て
「
お
は
よ
う
。」
と
さ
わ
や
か
笑

顔
で
言
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。「
お

は
よ
う
」
た
っ
た
四
文
字
の
短
い
言
葉
だ
け
ど
、

そ
の
中
に
た
く
さ
ん
の
思
い
が
つ
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、「
お
は
よ
う
」
に
は
あ
た
た
か
い

心
を
た
く
さ
ん
こ
め
て
、
言
い
た
い
で
す
。

たか  い　        ゆたか

　

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
低

所
得
者
に
対
し
て
、
負
担
額
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
制
度
に
は
、
下

表
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
す
る
と
、
審
査
の
上
、
該
当
者
に

は
認
定
証
（
確
認
証
）
を
交
付
し
ま
す
。

再
申
請
が
必
要
で
す

　

す
で
に
こ
れ
ら
の
軽
減
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
も
、
お
持
ち
の
認
定
証
（
確

認
証
）
の
有
効
期
間
は
６
月
30
日
㈫
で
終

了
し
ま
す
。
７
月
以
降
も
継
続
を
希
望
す

る
人
は
、
改
め
て
申
請
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８

番

学年は、応募時のものです
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〈内容〉江戸時代の手紙に注目し、紙の使い方やあて名の

書き方をまねて、昔ふうの手紙を書きます。〈日時〉７月11

日㈯　10：00 ～ 12：00　〈場所〉彦根城博物館講堂・展示

室　〈定員〉30人（申込者多数の場合は先着順）　〈申込期限〉

６月26日㈮（当日消印有効）　〈申込方法・問い合わせ先〉

往復はがき往信の裏面に「はくぶつかんへ行こう②参加

希望」、住所、氏名（ふりがな）、学年、電話番号を返信の

表面にも住所、氏名を書いて彦根城博物館（〒 522-0061

　金亀町 1-1）☎ 22-6100、FAX22-6520 へ。申込みは１

人１通です。なお、保護者は催しには参加できません。

〈内容〉テーマ「月と土星」　月と土星を観察します。　〈日

時〉６月26日㈮　19：00 ～ 21：30　※悪天候のときは６月

27日㈯に順延　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉天

文に興味のある人　〈参加料〉１人 300円　 〈申込方法・問

い合わせ先〉〉 子どもセンター☎ 28-3645（FAX 共用）

〈内容〉実験キット（①入浴剤づくり　②冷却パックづくり

③何でもコピー）を乗せた夢の車が、子どもセンターにや

って来ます。①～③のうち１つを選び、約１時間実験に挑

戦していただきます。　〈日時〉７月12日㈰　13：00 ～、14：

00 ～、15：00 ～　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉

小学生〈申込開始日〉６月16日㈫　〈定員〉各時間、各コース

20人（先着順） 〈申込方法・問い合わせ先〉〉時間帯と実験コ

ースを選んで電話か、直接、 子どもセンター☎ 28-3645

（FAX 共用）に申し込んでください。

〈学習内容〉人間理解・郷土理解・社会参加・学校行事の必

修講座と園芸・陶芸（草津校のみ）・生活科学・地域文化・健

康・レクレーションの選択講座　〈場所〉次の２校から選択

　◆米原校（米原市下多良２-137　文化産業交流会館内）◆草津

校（草津市笠山七丁目８-138　長寿社会福祉センター内）　〈学習期

間〉10 月から２年間　〈応募資格〉県内在住で昭和９年 10

月２日～同24年10月１日の間に生まれた人　〈授業料〉年

間25,000円　※このほかに教材費などが必要です。　〈応

募期間〉６月17日㈬～７月17日㈮　〈申込方法・問い合わせ

先〉応募用紙（市役所１階受付、福祉保健センター２階、支所・各

出張所、各公民館などにあります）に必要事項を書いて、 介護

福祉課（福祉保健センター）☎ 23-9660、FAX26-1768 へ

①はじめてのパソコン講座　〈会場〉金城小学校　〈日時〉

７月23日㈭～８月24日㈪　毎週月、木曜日（８月10日、同13

日を除く）　10：00 ～ 12：00　〈対象〉パソコン初心者の成

人　②パソコンチャレンジ講座　〈会場〉稲枝北小学校　

〈日時〉７月24日㈮～８月25日㈫　毎週火、金曜日（８月11

日、同14日を除く）　10：00 ～ 12：00　〈対象〉小学５年生以

上の人　〈受講料〉1 ,600 円（中学生以下は無料）ただし、テキ

スト代が別途必要です。　〈応募期間〉６月15日㈪～７月３

日㈮（当日消印有効）　〈定員〉各講座 20 人（応募者多数の場合、

抽選）　〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏面

に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座、会場

校を、返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、 教

育委員会生涯学習課（〒 522-0001　尾末町１-38）☎ 24-7971、

FAX23-9190 まで申し込んでください。

 
毎年６月23日から 29日は

「男女共同参画週間」です
　

  男女共同参画社会基本法が制定されて今年で 10

年目を迎えます。

　この法律は、だれもが、性別に関わりなく責任も

分かち合いながらその個性や能力をじゅうぶんに

発揮することができる社会を目指しています。

　私たちの周りでも、子育てを楽しむ男性や、あら

ゆる職業で活躍する女性が増えました。男女がとも

にアイデアを出して参画していくことで、新たな住

みやすい地域づくりにもつながっていきます。

　男女共同参画週間に、もう一度、家庭や地域、職

場を振り返ってみましょう。

問い合わせ先　 市民交流課☎ 30-6113、　　 

FAX22-1398

彦根市消防団協力事業所を
認定しました
　彦根市消防団活動に積極的に協力している次の事業所を

消防団協力事業所として認定しました。

○東びわこ農業協同組合
○新神戸電機株式会社　彦根事業所
○マエダデンキ
○小出建設株式会社
○特定非営利活動法人 小江戸彦根
○株式会社グランデ久

認定を受けるには

　事業主は、「彦根市消防団協力事業所表示制度実施要綱」

に定められた申請書で申請してください。詳しくは、 消

防本部消防総務課までお問い合わせください。

問い合わせ先　 消防総務課☎ 22-0314、　　

FAX22-9427

①介護員（ヘルパー）養成講習　〈日時〉７月22日㈬～ 12月

３日㈭の間に23回。講義とは別に実習が４回あります。　

９：00 ～ 16：00（講習日によって異なります）　〈場所〉びわ

こ学院大学（東近江市布施町）　〈定員〉50 人（申込者多数の場合、

抽選）　〈申込期間〉７月９日㈭　②フォークリフト技能講習

　〈日時〉７月10日㈮～同17日㈮（土・日曜日を除く６日間）　

８：00 ～ 17：00　〈場所〉クレフィール湖東（東近江市平柳

町）　〈定員〉20人（応募者多数の場合、抽選）　〈申込期限〉６月

25日㈭　〈対象〉①・②とも、おおむね 60 歳台前半の県内

在住で、講習にかかわる仕事に就業・就職を希望する人　

〈申込・問い合わせ先〉電話で㈳滋賀県シルバー人材セン

ター連合会☎ 077-525-4128、FAX077-527-9490 へ

〈学習方法〉　７か月間、定期的にテキストを送ります。読ん

だ後、同封の用紙に感想、質問、意見などを書いて返送し

てください。折り返し運営委員から返事を差し上げ、さら

に理解を深めていただきます。　〈期間〉７月～平成22年１

月　〈受講資格〉　市内に在住・在学・在勤の人　※原則とし

て、過去３年間に本講座を受講した人は除く　〈定員〉　70

人（先着順）　〈受講料〉無料　

〈申込期限〉　６月19日㈮  〈申

込方法・問い合わせ先〉　はが

きに住所、氏名、年代（10歳代、

20歳代など）、電話番号を書いて

教育委員会人権教育課（〒

522-0001　尾末町１-38）へ。☎

24-7971（土・日曜日を除く 8：30

～ 17：15）、FAX23-9190 でも

受け付けます。

〈日時〉７月22日㈬・23日㈭　９：00 ～ 16：00　〈場所〉

消防本部（西今町）　〈受講料〉5,000 円（テキスト代を含む）

〈定員〉72人（先着順）〈申込期間〉６月22日㈪ ～同26日㈮ の

８：30 ～ 17：15　〈申込方法・問い合わせ先〉 消防本部予

防課☎ 22-0332、消防署南分署☎ 43-5670、同北分署☎

23-0119、同犬上分署☎ 38-3130

  

外国籍市民の日本語支援のために開いている、下記の日本語

教室では、日本語を教えるボランティアを随時募集しています。

（日本語で学習を進めますので、ボランティアが外国語を話せる

必要はありません)

　なお、「日本語サポーターバンク」では、上記の教室に参加

できない人を対象にした日本語の個人レッスンの相談にも応じ

ています。日本語を学びたい人が近くにいましたら、日本語教

室や、日本語サポーターバンクのことをお伝えください。

〈問い合わせ先〉 国際交流サロン☎ 22-1411（内線 590）　

※日・月曜日は休館

〈内容〉11～12月ごろに、市民活動の紹介と、市民の交流の場

になることを目的に、市民活動ふれあいまつりを行います。

この市民活動ふれあいまつりを企画・運営するための実行

委員を募集します。初回は７月初旬に予定しています。　

〈対象〉市民活動に興味のある人　〈申込期限〉６月30日㈫　

〈申込・問い合わせ先〉ひこね市民活動センター☎ 24-4461

（FAX 共用）、E メール：hikone.cac@gmail.com

〈日時〉７月５日㈰ 10：00 ～ 14：00（雨天のときは中止）　〈場

所〉大手前公園（金亀町）　〈出店料〉１ブース 500円　〈申込

期限〉６月26日㈮ 〈申込方法・問い合わせ先〉直接、リサイ

クルステーションで申し込むか、往復はがきの往信の裏面

に住所、氏名、電話番号、出店品目、人数、出店希望日

を、返信の表面に住所、氏名を書いてリサイクルステー

ション（〒 522-0088 銀座町４-19、受付時間 10：00 ～ 16：00、

木・日曜日は休み）☎ 26-4810（FAX 共用）へ

〈日時〉７月11日㈯・同25日㈯・８月１日㈯・同８日㈯・同22日

㈯・同30日㈰　13：30 ～ 16：30。ただし、７月25日のみ

９：00 ～ 17：00　〈場所〉福祉保健センター別館（平田町）

ほか　〈対象〉市内在住で、原則として全日程に参加できる

人　〈申込期限〉６月29日㈪　〈定員〉30 人（先着順）〈申込

方法・問い合わせ先〉電話、ファクス、E メールで、彦根

市社会福祉協議会☎ 22-2821、FAX22-2841、E メール：

hikoneshakyo@giga.ocn.ne.jp へ

 

　教室開放事業

 

　滋賀県レイカディア大学第32期生 　彦根城博物館　小学生対象教室

　「はくぶつかんへ行こう②昔ふうの手紙を書こう」

 

　ひこねエコマーケット「夢畑」  

　甲種防火管理新規講習

 

　人権問題通信講座

 

　災害ボランティア養成講座

 

　日本語教室ボランティア
 
　再就職支援・就業支援　シニア対象「講習会」

 
　（仮称）ひこね市民活動ふれあいまつり実行委員

６月は、不正改造車排除月間・
ディーゼルクリーンキャンペーンの
実施月間です

　不正改造車、迷惑黒煙に関する情報提供・ご相談・

問い合わせは、「不正改造車 110番」「迷惑黒煙 110番」

（国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局検査・整備・保

安部門）☎ 077-585-7252 へ

 

　子どもセンター　星空教室

 

　キッズラボ　「化学実験カーがやってくる ＠子どもセンター」
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※駐車場での駐車時間は、30 ～ 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

７月前半

１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

1�日㈪

1�日㈫

1�日㈬

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一

丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

大堀、日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲

葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【７月前半】

図書館休館日 ６日㈪、13日㈪

２日㈭

３日㈮

１日㈬

７日㈫

８日㈬

９日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WA っとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１0日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

７月前半

１4日㈫
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や

非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、

それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明

るい社会を築こうとする全国的な運動です。青少年の非行

防止と更生への援助のため、皆さんの理解と参加をお願い

します。

日時　７月５日㈰　13：00 ～ 16：30 ごろ

場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）

内容

◆オープンセレモニー　県警音楽隊による演奏（１階セン

タープラザ）

◆ビデオ放映

◆標語の特選者、作文の特選・入選者の表彰

◆特選・入選作文の発表

講師プロフィール

　大正大学仏教学部を卒業後、塾 ･ 会社経営などを経て、

父の跡を継ぎ西居院住職となる。現在、非行少年や引き

こもりの子どもたちを無償で自宅に預かり、子どもたち

を社会復帰させる活動を続ける。「平成の駆け込み寺」と

して、テレビなどでも取り組みが紹介されるなど注目を

集める。著書に「子どもは悪くない！－道に迷った子ど

もたちとやんちゃ和尚の心の交流」「やんちゃ和尚－ 399

人の不良少年少女を更生させた熱血坊主」などがある。

◆講演　“やんちゃ和尚”の熱血名講演「転んだら起きれ

ばいい」

　講師　廣中　邦充（西
さい

居
きょ

院
いん

　やんちゃ和尚）

問い合わせ先 社会福祉課☎ 23-9590、FAX26-1768
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江え

畑ば
た

琴こ
と

花か

ち
ゃ
ん

（
野
田
山
町
）

フ
ク
ダ
イ
ザ
ベ
ラ
ち
ゃ
ん

（
開
出
今
町
）

木き

村む
ら

有ゆ

良ら

ち
ゃ
ん

（
野
口
町
）

　

親
子
で
、
遊
ぶ
広
場
で
す
。
土
曜

日
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
働
い
て
い

る
保
護
者
、
特
に
お
父
さ
ん
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
子
育
て

の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
７
～
９
月
は
、
次
の
内
容
で

開
催
し
ま
す
。

　

広
い
会
場
で
、
思
い
っ
き
り
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
／
内
容　

７
月
11
日
㈯ 

／
水
で
遊
ぼ
う
！
簡

単
な
水
遊
び
（
着
替
え
・
タ
オ
ル
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

８
月
８
日
㈯ 

／
お
は
な
し
会

９
月
12
日
㈯ 

／
季
節
に
あ
わ
せ
た

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
同

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
（
小
学
校
就
学
前
）
と

そ
の
保
護
者

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
前
）

問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
24-

３
５
２
９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

ひこね元気計画�1
推進中！
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今月の納税 市県民税（第１期） ６月30日㈫までに納めましょう

　
「
開
国
記
念
館
」
は
、
昭
和
35
年
、
井
伊

直
弼
の
没
後
１
０
０
年
を
記
念
す
る
事
業

と
し
て
、
彦
根
市
民
の
浄
財
に
よ
っ
て
、

彦
根
城
の
佐
和
口
多た

聞も
ん

櫓
（
北
東
側
）
を
再

現
し
た
も
の
で
す
。
以
後
、
井
伊
直
弼
を

顕け
ん

彰し
ょ
う

す
る
展
覧
会
な
ど
が
数
多
く
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
59
年
に
は
改
装
し

て
「
彦
根
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
な
り
、

平
成
14
年
に
閉
館
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
活
用
計
画
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
、「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０

年
祭
」
の
盛
り
上
が
り
を
期
に
、
再
度
、

市
民
や
観
光
客
が
学
び
集
う
恒
常
的
な
展

示
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
10
月
、

装
い
も
新
た
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

開
国
記
念
館
は
、
常
設
展
示
室
と
企
画

展
示
室
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
設
展

示
室
は
「
彦
根
の
歴
史
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
彦
根
の
原
始
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の

歴
史
を
、
パ
ネ
ル
と
展
示
ケ
ー
ス
を
用
い

て
分
か
り
や
す
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
大

地
か
ら
出
土
し
た
多
く
の
土
器
、
墨ぼ

く

跡せ
き

鮮

や
か
に
記
さ
れ
た
古
文
書
や
絵
画
資
料

は
、
一
つ
ひ
と
つ
が
彦
根
に
培

つ
ち
か

わ
れ
て
き

た
歴
史
や
文
化
を
静
か
に
私
た
ち
に
語
り

か
け
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
示
室
は
、「
井
伊
直
弼
と
開
国
１

５
０
年
祭
」
の
期
間
中
、
特
別
展
『
井
伊

直
弼
の
開
国
展
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
国
に
導
い
た
井
伊
直
弼
の
功
績
や
、
開

国
当
時
の
様
子
を
映
像
や
ジ
オ
ラ
マ
、
パ

ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
１
５
０

年
祭
が
終
了
し
た
あ
と
は
、
彦
根
城
を
紹

介
す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
ほ
か
、

教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
保
管
し
て
い

る
歴
史
・
民
俗
・
考
古
資
料
な
ど
を
活
用

し
て
、
常
設
展
示
を
補
完
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
展
示
を
考
え
て
い
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
隣
接
す
る
重
要
文
化
財
の
佐
和

口
多
聞
櫓
の
公
開
は
、
１
５
０
年
祭
期
間

中
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
国
記
念
館
と

併
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー

ル

: bunkazai@
m

x.hikone.
ed.jp

 

、
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０

年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（

企
画
課

内
）
☎
30-

６
１
４
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: m

ail@
hikone-150th.jp

▶
佐
和
口
多
聞
櫓
を
再
現
し
て
建
て
ら
れ
た
開
国

記
念
館
（
奥
が
重
要
文
化
財
の
佐
和
口
多
聞
櫓
）

第
５
回

彦
根
市
環
境
審
議
会
を
開
催

し
ま
す

　

彦
根
市
環
境
審
議
会
は
、
彦
根

市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市

の
区
域
に
お
け
る
良
好
な
環
境

保
全
と
創
出
に
関
し
基
本
的
事

項
を
調
査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

 

今
回
の
審
議
会
に
お
い
て
は
、

先
日
、
実
施
し
ま
し
た
「
彦
根
市

環
境
基
本
計
画
お
よ
び
地
域
行

動
計
画
策
定
に
向
け
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
を
も
と

に
、
次
期
計
画
の
「
基
本
方
向
」

や
「
計
画
目
標
」
が
審
議
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

会
議
は
公
開
さ
れ
、
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
傍
聴
を

希
望
す
る
人
は
、
審
議
会
開
催
日

の
午
前
中
ま
で
に

生
活
環
境
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
先
着
10
人
ま
で
と
し
ま
す
。

日
時　

６
月
29
日
㈪

　

午
後
３
時
か
ら

場
所　

市
役
所
５
階　

第
３
委

員
会
室

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

▲常設展示室「彦根の歴史」


